
 

 

 
 

 
 

  
 

 

自然環境レポーター通信 

 
写真のタイトル：チョウトンボ 

 

撮影場所：水元公園  写真提供：むしあお 



 

こんにちは。環境課自然環境係の大野と申します。 

 

 令和５年９月２日に、自然環境レポーター委嘱式及び事業説明会を開催しました。 

令和５年度の自然環境レポーターの皆さま、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

今回は、イベントの際に私が思っていたことをお話ししたいと思います。 

 

この頃は親子自然観察会（セミの羽化）など、夏を楽しむ子供たちに向けたイベント

の運営に関わっていました。保護者も子供たちも楽しそうに参加している様子を目の

当たりにすると、頑張って準備をして良かったなぁとしみじみ思います。身近にある

自然はこんなに楽しくて魅力的なんだということを、これからもイベントや水辺のふ

るさとかつしかを通じて伝えていけたらと思います。 

 

環境課自然環境係大野 

水辺のふるさとかつしか 秋秋秋号号号 
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【調査区５】 計２９種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、オオヨシキリ、ツグミ、 

ウグイス、コサギ、コゲラ、シジュウカラ 

〈昆虫〉ギンヤンマ、アキアカネ、エンマコオロギ、 

クマゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ミンミンゼミ、ニイニイゼミ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン、 

アカボシゴマダラ 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、オオバコ、カントウタンポポ、 

ツユクサ 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ、ミシシッピアカミミガメ 

【調査区４】計２４種 

〈鳥類〉ツバメ、コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉アキアカネ、エンマコオロギ、 

クマゼミ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、 

ニイニイゼミ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、 

ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、イモカタバミ、 

オオバコ、ツユクサ 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ 

〈クモ網〉コガネグモ、ジョロウグモ 

【調査区３】 計２１種 

〈鳥類〉ツバメ、コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉ギンヤンマ、アキアカネ、オオカマキリ、

エンマコオロギ、クマゼミ、アブラゼミ、

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、 

ニイニイゼミ、クロアゲハ、ナミアゲハ、

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、シロツメクサ、 

イモカタバミ、ツユクサ 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ 

赤字は 

外来種だよ 

【調査区１】 計２０種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、コサギ、カワセミ 

〈昆虫〉ギンヤンマ、トノサマバッタ、 

クマゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシ、 

ミンミンゼミ、ヤマトタマムシ、 

クロアゲハ、ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン、アカボシゴマダラ 

〈植物〉アカメガシワ、シロツメクサ、 

アレチウリ、ジュズダマ 

〈クモ網〉コガネグモ 

【調査区２】 

計０種 
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過ぎた夏の日            弥生さくら草 
 
今年の夏は異常に暑く閉口した。毎日、毎朝暑いという言葉の挨拶

で始まり、終始繰り返した。その異常さは報道によれば、気象を記録

して以来だそうである。 
 
それは多方面にわたって影響があった。まず植物が被害を受けた。

鉢物は言うに及ばず、大地に植わっている立木まで葉の色が茶色く

なった。正月に重宝する千両、紫陽花、ほととぎす。ゼラニュウム。

それだから朝夕の水遣りは欠かせないのは勿論の事、ほとんど雨が

降らない。それが洪水になる程降った地方があるから皮肉なことで

ある。それでは水を撒くのも遠慮する心地である。地球温暖化が叫ば

れてからもう久しい。そうして来年以後もこのような気候だそうで

ある。 
 異常な気候のせいかいつも姦しく鳴き喚く蝉の声がか細い。彼等

にも辛い状態だったのか。それでも八月の末頃になると秋の虫の声

がひっそりと聞こえた。塩辛トンボが飛んで来た。これも珍しかった。 
今年は九月の中頃になってまだ残暑である。 
 
           令和 5 年 9 月 14 日 
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調査月 2023.06〜2023.08月 名前 むしあお

●観察⽇︓6/6〜約1週間 ●観察⽇︓6/18
●調査区︓528（南水元） ●調査区︓422（新宿）

空き地にコチドリが頻繁に来る。2020年頃〜徐々に チョウゲンボウ。⼯場跡地の原っぱでよく⾒かける。
この地区への飛来数が増えている印象。 ⾒通しが良いので餌を探しやすいのだと思う。

この⽇は、ホバリング→急降下して、カエルらしきものを捕え、
食べるところを観察できた。

●観察⽇︓6/22〜約2週間
●調査区︓528（南水元）

ワカケホンセイインコを、この調査区では自身初確認。6羽くらいの群れで鳴きながら飛んでいた。
2週間ほど、ほぼ連⽇来ていたので定着するのかと思いきや、その後⾒なくなった。
もともと近隣にはオナガが多くいるが、この時期はカラスや猫に対して頻繁にモビングしているので、
ワカケもオナガによるモビングで追い出されたのかもしれない。

●観察⽇︓6/22
●調査区︓422（新宿）

にいじゅくみらい公園で、ツバメの巣⽴ちビナが飛ぶ練習をしていた。

●観察⽇︓7/15
●調査区︓14（⻄新⼩岩）
【自然環境レポーター研修会@あらかわ水辺公園】参加

あらかわ水辺公園の再整備にあたり、「今後どのような環境を残すべきか検討する」という課題で、水辺ゾーンを歩きながら
⽣き物観察や、残すべき環境について意⾒を出し合った。
植物は野放図に繁っている印象（マメ科が多い）。ある程度の野⽣味を残しつつも整備する余地は⼤いにあると思った。

● 葛飾区自然環境レポーター　自由レポート ●

ナガコガネグモコフキゾウムシ コガネグモ
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●観察⽇︓7/2
●調査区︓526（水元公園）

【昆虫】
ウチワヤンマ、コシアキトンボ、シオカラトンボ、チョウトンボ、クロイトトンボ、オオシオカラトンボ、シオヤアブ、キマダラカメムシ
ナガゴマフカミキリ、タケノホソクロバ幼虫、セグロアシナガバチ、アブラゼミ（今年初）、ニイニイゼミ、ハムシの仲間
ウグイス（まだ囀っていた）、アオスジアゲハ、クロアゲハ、ショウリョウバッタ幼虫、オオヒラタシデムシ、ナナフシモドキ
【鳥類】
ハクセキレイ、ムクドリ、ドバト、ツバメ、カワウ、カルガモ、オオヨシキリ声、ハシブトガラス、シジュウカラ、コゲラ声、ヒヨドリ、
コアジサシ、エナガ、アオサギ
【他】
アカミミガメ（⿂の死骸︖に群がっていた）

シオヤアブがキマダラカメムシをがっちりホールド。 ナナフシモドキ。体⻑10cm位︖のなかなか⽴派なサイズ。

ナガゴマフカミキリ。⾒事に⽊肌にカムフラージュ。

●観察⽇︓7/29
●調査区︓422（新宿）

にいじゅくみらい公園。ハクセキレイ、若鳥を含む20羽くらいの群れ。

●観察⽇︓8/15
●調査区︓528（南水元）

団地の外廊下⼿摺りで、ヒヨドリの巣⽴ちビナが飛ぶ練習中。
親鳥は飛んで付いてくるよう促しているが、勇気が出ないのか、いっこうに飛ばない。

●観察⽇︓8/29
●調査区︓422（新宿）

18:30頃、もう暗くなりかけているのにイソヒヨドリがタワマン周辺で元気に囀っていた。
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慶蔵

ニイニイゼミ

▲「正中にいたニイニイゼミ」　7/20撮影 ▲「道祖神にいたアブラゼミ」　8/8撮影

調査区３
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2023 年 6～8月） 

 

6 月 4 ⽇（⽇） 東⾦町 1 丁⽬ 駐輪施設１階屋内 → ⾦町 6 丁⽬マンション 1 階 

 毎年ツバメが繁殖している駐輪場に今年もツバ

メがやってきて、子育てをしていた。オーナーの許

可を得て写真を撮らせてもらった（写真①）が、 

すでに巣立ったヒナもいるとのこと。親鳥が代わ

る代わる餌をヒナに与えていた。オーナーは毎年

ヒナの巣立ちに向けてしっかり見守ってくれてい

る。この駐輪施設は、夜は 23 時までには入口の

シャッターを閉め、朝は 6 時頃シャッターを開け

ている。常時オーナーご夫妻が交代で店番をして

いるので、天敵のカラス等に襲われる恐れも殆ん

どなく、金町駅周辺ではツバメが子育てをする上

で最も安全な場所と思われる。 

 

オーナーに、近隣に他にもツバメの巣がないか伺うと、「常磐線の反対側のマンションの

1 階にも巣がある。ただ、最近カラスに襲われたようだ」と情報提供をしてくださった。早

速教えてもらったマンションに行き、管理人さんに話を伺った。マンション１階の内側に３

つの巣があるものの、うち２つは巣が一部崩落しており、３つの巣はすべて子育てをしてい

なかった（写真②）。 

 

マンションの管理人さんの話では、巣作りを始

めたが、軒下に管理人室のゴミ袋を置いたとこ

ろそのゴミ袋にカラスがやってきて、その際に

ツバメの巣に気付き襲ったようだとのこと。な

お、ヒナが生まれていたかどうかは不明とのこ

と。ゴミの置き場所などちょっとした工夫で、

もしかしたらカラスに襲われずに済んだかも

しれないだけに、残念な結果となった。 

 

 

 

 

 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26、4-23 町名︓東⾦町 

写真① ツバメの巣 ヒナ 4 羽を確認 

写真② ３つの巣のうち左右の巣は一部崩落 
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6 月 24 ⽇（⼟） 東⾦町６丁⽬ 江⼾川堤防 

3 月以降、毎日この地域の江戸川堤防上からヒバリの元気な囀りが聞こえていたが、この

日が今シーズン最後の確認となった。そろそろ今シーズンも終わりを迎える覚悟はしていた

が、いざ囀りが聞こえなくなると何とも寂しいものだ。ヒバリの囀りは時に風に乗って

400m 離れた場所まで聞こえてくる。それはヒバリが空に高く舞い上がりながら囀ること

が影響しているのではないかと思う。通勤・帰宅途中に「えっ！？こんな離れたところまで

聞こえてくるの？」と思ったことが何度もあった。また来春まで聞けなくなるが、その時は

どんな春を迎えているだろうか。 

 

6 月 27 ⽇（⽕）・28 ⽇（水） 東⾦町 6 丁⽬ 江⼾川堤防・河川敷 

 朝、自宅で出勤の準備をしていると、江戸川方面からキジ（オス）の鳴き声が二日間続け

て同じ時間帯に聞こえた。自然環境レポーターになって 20 年ほど経過しているが、6 月末

に聞こえたのは初めてと思われる。ネットで調べると 7 月くらいまでは鳴くともあるので、

決して珍しいことではないのかもしれません。 

 

6 月 28 ⽇（水） 東⾦町 3 丁⽬ ⾦蓮院 

 13 時 15 分頃、金町駅から自宅に向かっている際に、金蓮院からニイニイゼミの鳴き声

が聞こえてきた。今シーズン初認である。この日の最高気温は 31 度で真夏日となり、夏到

来を実感した。 

 

【参考】 

日本野鳥の会が行った『ツバメの子育て状況調査』によると、「都市部では多くのヒナ

を育てられない」、「ツバメの子育て失敗要因のうち人間による巣の撤去が１割を超える」

ことが判明。 

市街地と都市郊外の巣立ちヒナ数のそれぞれの平均は、市街地は 3.86 羽、都市郊外は

4.27 で、市街地は４羽を下回っている。巣立ちヒナ数が４割を下回ると、将来的にツバメ

の生息数が減少していくという試算があり、１０年間の調査結果では少子化傾向に変化が

ないとのこと。また、天敵を避けるために人の暮らしの中で命をつないできたツバメだが、

人そのものが脅威となりつつある。また別の調査では、スズメやコサギなど他の身近な野

鳥の減少も報告されているようで、生物多様性が失われつつある様子。私たち自然環境レ

ポーターの役割も大きくなっているようです。（出典：⽇本野鳥の会「ご支援のお願い ツバメ

と⽣きものたちのにぎわいを、未来に伝えるために」） 
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7 月 3 ⽇（月） 東⾦町 6 丁⽬ 葛⻄神社 

 葛西神社の樹々からもニイニイゼミの鳴き声が聞こえるようになった。 

 

7 月 14 ⽇（⾦） 東⾦町 6 丁⽬ 葛⻄神社 

 ニイニイゼミから遅れること 11 日。この日からアブラゼミそしてミンミンゼミの鳴き声

が聞こえるようになった。連日の高い気温が続いたことも影響したか。 

 

7 月 16 ⽇（⽇） 東⾦町 6 丁⽬ 葛⻄神社 

 葛西神社北側の樹々の間をアカボシゴマダラが２頭飛翔。しばらくするともう１頭飛んで

きたかと思うやいなや、３頭でくんずほぐれつの状態で竜巻のごとく渦を巻くようにらせん

状に上空へと舞い上がっていった。それにしてもチョウは周りが実によく見えている様子。

瞬時に別のチョウに近寄るスピードと飛翔の速さには本当に驚かされる。 

 

8 月 26 ⽇（⼟） 水元公園⼩合溜 

水元公園を散策していると、小合溜脇

の草原でカルガモが植物（オヒシバ？）の

穂先を食している場面に出会った。 

これまで冬鳥のヒドリガモなどが小合

溜脇の地面に生えている植物を食べてい

る場面を見かけることはあったが、カル

ガモが陸上の植物を食べている場面を見

るのは初めてだったので、とても新鮮に

思えた。しばらく近くで見ていたが、一心

不乱に植物を食べていた。 

 

 写真③ カルガモ 
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8 月 29 ⽇（⽕） 水元公園⼩合溜 

 夕方、小合溜横のベンチで夕涼みをして

いると、目の前の杭に大きなトンボがとま

っている。よく見たらウチワヤンマだっ

た。かなり近くに寄ってスマホで写真を撮

っても、全く逃げる素振りも見せず。やや

風が強かったが、トンボは動じることもな

くとまっていた。 

 

 

 

 

8 月 29 ⽇（⽕） 自宅 

自宅のベランダに出ると、エアコンの室外機の上にハチの巣が落ちていた。確かにそれま

で洗濯物や布団を干す際に、外壁に取り付けられている給湯器の中からハチが出入りしてい

ることがあった。ハチを刺激しないよう対応したため特にハチから攻撃されることもなかっ

たが、幼虫は無事に巣立ったのであろう。あらためて室内にて上面および下面からの写真を

撮った。ネットで調べたがハチの種類は同定できないが、アシナガバチだろうか。 

 

しかしこんな自宅の給湯器などを利用して生き物が一

生懸命いのちを繋いでいたかと思うと、何とも愛おしく思

えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真⑤ エアコン室外機の上に落ちていたハチの巣 

写真④ ウチワヤンマ 

写真⑥ 上面から⾒た巣 写真⑦ 下面から⾒た巣 
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6/14 ハンゲショウ    ←水元 3丁目→   6/15  ムラサキツユクサ（インクバナ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7/13 セミ  水元 3 丁目            7/26  ツバメ 水元 2 丁目 
 
 
                  
 
 
 

自然観察レポート 調査区５ 
R5/6〜8 ⽉の巻  佐々⽊ 定治   

 我が家にツバメが営巣して、かれこれ 30 年近くなります。この間、見守り役のジョニー（柴犬）が巣を守る大
役を担っていましたが、召されてからは、カラスや猫の攻撃に度々悩まされてきました。それにも凛として戦いを
挑み、命をつないできました。 「五⽉の中頃を迎えると  南の国からつがいで 礼をつくすかのように 
正装した燕尾姿で訪れ   飛び方はいたって  複雑極まりなくうまく   到底まねなどできない    
今日も難なくこなし  軽々と飛んでいる 滞在中家の近くで  子育てに取り組み  帰る際にどの子にも  
必要な礼服を  ⾝に備えさせていた   〈産経新聞 8 ⽉ 5 日付け 朝の詩 ツバメたち 引⽤〉 
 この季節には、我が家の家族であるツバメ達が毎年帰って来る、賑やかさを待ち望む季節でもあります。 
梅雨開け宣言は言葉ばかりの飾り季節⽤語と化し、気候変動を如実に見せつけられている中でも、生きものたちの 
生命力には迫力があります。それにしてもこの灼熱は、日本の夏だったのかとしきりに考えた夏でした。 
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セイヨウタンポポ

ツユクサ モンシロチョウ

アゲハチョウ

シジミチョウ

クロアゲハチョウ

クサ

４０匹

。 に

虫

虫
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幻想的な花菖蒲 Ryu 6/9 堀切菖蒲園 

ツマグロ 
ヒョウモン 
Ryu 7/18 
お花茶屋 

カマキリ 
佐々⽊定治 
7/28 
水元 3 丁目 

23



「ゴーヤゼミ」 アブラゼミ 
となり 7/17  鎌倉町自宅庭 

ツノゼミの仲間 
となり 6/14  
鎌倉町自宅庭 

キイロスズメ 
となり 6/1  
鎌倉町自宅庭 
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ツバキの種 R 7/31 お花茶屋公園 

オオシロカラ
カサタケ 
瑛ちゃん 
6/17 柴又 

エビガラ 
スズメ？ 
瑛ちゃん 
7/14 柴又 

ツバメ 瑛ちゃん 8/4 柴又 
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「⻄⻲有⼩学校の 
プールの壁で 
羽化したトンボと 
その脱け殻」 

有泉桂子 6/28  
⻄⻲有⼩学校 

「堀切７丁目のサトイモの 
家庭菜園で育った 
セスジスズメ」 

セスジスズメ 
有泉桂子 8/29  
堀切７丁目 

チョウトンボ 
むしあお 7/2  
水元公園 
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ウチワヤンマの羽化殻 
むしあお 7/2  
水元公園 

ニホンカナヘビ 
下山田隆 6/18 
水産試験場 

ウチワヤンマ♂ 
下山田隆 7/2 
水元公園 

フ ク ズ ミ コ ス カ シ バ 
下山田隆 8/12  
江⼾川 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

8

45−64

2

107−116

20

66−138

4 2

24−38 30−32

2 1

139−193 54

1 7 2

40 17−24 29−42

3 2

27−35 11−30

6

31−72

7

55−91

2 6 2

28−28 33−46 40−44

31 10

20−44 31−34

3

35−140

107 1

34−81 42

1

100

4

63−75

38 1

32−72 39

3

26−32

2 1

30−34 33

2 4 1

58−58 17−30 28

計 15種類206個体 10種類61個体 7種類19個体

・

・
・

・

・

14 ブ ル ー ギ ル 特定外来生物

晴れ、気温26.0℃、水温 本流20.4℃、新八水路20.3℃、新八ワンド20.0℃（14:30頃測定）

15 ボ ラ

16 マ ハ ゼ

17 マ ル タ

18 メ ダ カ

前日までの豪雨の影響で当日朝まで水位が高く、調査実施が危ぶまれたが、一気に水位が下
がり問題なく実施できた。水路、ワンドの種類が多かったのは間違いなく増水の影響だ。
（SI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.88m (12:00)1.56m (14:00)1.31m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて19種類286個体の魚類が採集されました。

コ ク チ バ ス 特定外来生物

8 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

水路で、バス仔が採れました。増水で入り込んだと思われます。魚にとって災難ではあるの
でしょうが、分布を拡大するチャンスでもあるのだなと思いました。
ワンドで、オオヨシキリが鳴いていました。ここ数年、来ていなかったのに、と思ったら、
ワンドの中にだいぶヨシが侵入していました。どうしたものか、悩ましい所です。
午後、水がひいた新八水路に入ったら、どん詰まりの地中から水が湧き出して、小さな流れ
になっていました。古いみず道が残っているのでしょうか。（KI）

11 ド ジ ョ ウ

12 ニ ゴ イ

9

13 ヌ マ チ チ ブ

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　7月15日(土)　8月12日(土)　9月10日(日)

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−311
313

備　　考2023/6/4（豪雨後）

ギ ン ブ ナ5

19 モ ツ ゴ

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

ス ズ キ

10 ス ミ ウ キ ゴ リ

2 ウ ナ ギ

オ イ カ ワ3

特定外来生物カ ダ ヤ シ4

6 コ イ

7
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

54

32

62−119

9 86

20−32 12−52

1

85

1

355

1

71

4

65-320

1

64

9

39−56

5

62−70

12

45−138

33

67−177

5

42−60

17
61−103

7 1

64−94 71

計 12種類108個体 3種類30個体 2種類87個体

・

・
・

・

・

・

・

※

6 コ イ

7

2 オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ3

ギ ン ブ ナ4

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−312
314

備　　考2023/7/15

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ5

1 ア シ シ ロ ハ ゼ

ス ミ ウ キ ゴ リ

10 ツ チ フ キ

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　8月12日(土)　9月10日(日)

特定外来生物

8 ス ゴ モ ロ コ

新八周辺はニイニイゼミ（？）が多いと毎年思いますが、羽化したてのアブラゼミをもら
いました。マハゼも投網にかかり、本格的な夏も近いようです。
水路のどんづまりのクルミの木が、今年は豊作のせいか、枝がしだれてきて、手で取れそ
うで、楽しいけれど事故などが起きないように祈ります。（KI）

11 ド ジ ョ ウ

12 ニ ゴ イ

9

13 ヌ マ チ チ ブ

昨年9月に初採取された「ドンコ」は、その後「カラドンコ」であったことが確認されたた
め裏面の名前も「カラドンコ」に変更しました。（裏面参照）

14 ボ ラ

特定外来生物

曇り、気温32.6℃、水温 本流28.1℃、新八水路26.7℃、新八ワンド28.6℃（15:00頃測
定）

15 マ ハ ぜ

胴長着用しない投網師の頑張りに脱帽、夏でよかった。
親子連れの参加者、見学者、合計なんと15名。（SI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.81m (12:00)1.87m (14:00)1.87m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて15種類225個体の魚類が採集されました。

水位が高く投網を打つのに苦戦しました。これだけのニゴイが採集できたのは記憶にあり
ません。自然はおもしろいですね。（MT）

水深が深くなかなか大変でしたが、参加できてとても良かったです。（MT）

コ ク チ バ ス
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

9

15-104

3

126-314

29 3

11-33 13-15

2

14-22

11

100-283

3

55-75

1

44

3

70-82

15

100-126

4

44-68

2 1

22-139 21

7

104-311

22

82-110

6
18-82

3 1

22-24 24

8

15-22

計 13種類95個体 4種類34個体 2種類4個体

・

・
・

・

・

・

・

・

【今後の調査日】　9月10日(日)

6 ゴ ク ラ ク ハ ゼ

7

14 マ ル タ

晴れ、気温34.2℃、水温 本流31.8℃、新八水路28.1℃、新八ワンド30.1℃（14:00頃測
定）

16

2 オ オ ク チ バ ス

カ ダ ヤ シ3

ク ロ ダ ハ ゼ4

特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−313
315

備　　考2023/8/12

コ ク チ バ ス5

1 オ イ カ ワ

特定外来生物

特定外来生物

ニ ゴ イ

10 ヌ マ チ チ ブ

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】
　

8 ド ジ ョ ウ

バケツに入れたコクチバスに、コムラサキ（蝶）が来ていました。オスにそういう習性が
あるようです。新八では初めて見ました。（KI）

11 ブ ル ー ギ ル 特定外来生物

12 ボ ラ

9

13 マ ハ ゼ

ス ミ ウ キ ゴ リ

船着場で５００mmくらいのアメリカナマズ数ひき発見　なんとかしたいものです。（MT）

ヨ シ ノ ボ リ 属 sp
クロダハゼと
思われる

ワンドの中はアシだらけで足の踏み場がなかった。なんとかしたい。（SI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.86m (12:00)1.86m (14:00)1.87m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、あわせて15種類133個体の魚類が採集されました。

30度を超える猛暑に加え、本流の水位が終日高くて魚が採りにくかった。
ニゴイの個体数が多く、ヌマチチブが少なかった。これ以上出水がなくて底質に沈澱物が
多くなると、ニゴイさえ減るかもしれない。
本流とワンドでブルーギルの未成魚が採れた。今後とも注意が必要だ。（YK）

本流の水温が31.8℃ととても高く、川の中にいてもとても暑かったです。でも台風が当た
らなくて良かったです。（MN）

15 メ ダ カ
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★自然環境レポーター研修会を開催しました！★ 

 

令和５年７月１５日（土）、「葛飾あらかわ水辺公園を学ぶ」をテーマに、葛飾

あらかわ水辺公園にて自然観察会を開催しました。 

マメ科の植物やコガネグモといった生きものを観察しながら講師の解説を聞

き、公園課から葛飾あらかわ水辺公園の再整備に向けた話を聞くなど、改めて自

然環境について考える研修会となりました。 

風の強い日でしたが、ご参加いただいた皆さまありがとうございました。 

今後も研修会を開催していく予定ですので、レポーター同士の交流やレベル

アップのためにも、皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

グッドかわせみ賞は、年に７回以上レポーター活動に励んだ方に授与されます。 

受賞された皆さまには、委嘱式時に賞状と記念品をお渡しました。なお、委嘱式

を欠席された方には郵送しております。 

 

 

 

今年度もグッドかわせみ賞を目指しましょう！ 

 

Ｒさん、有泉桂子さん、石鍋壽一さん、瑛ちゃんさん、 

江戸川の小鮒さん、Ｋ・Ｔさん、Ｋ・Ｎさん、佐々木定治さん、 

散歩の花子さん、下山田隆さん、高橋雅子さん、田村ひろ子さん、 

千葉美文さん、となりさん、トム姉さん、広瀬温さん、 

むしあおさん、Ｒｙｕさん、ゆきひめさん、藤並剛さん 

環境課からのお知らせ 

グッドかわせみ賞受賞者 

20 名をご紹介します！ 
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★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

日 時  １０月２９日（日） １１月１２日（日） １２月１０日（日） 

午前１０時～午後４時ごろ   

場 所  江戸川河川敷 ※事前連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

  詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/）をご覧ください。 

 

 

★綾瀬川や曳舟川親水公園等で行う魚類などの 

調査を見学しませんか★ 

採取した生物を展示して、調査結果の概要を説明します。 

直接会場へお越しください。 

 

日 時  １０月１６日（月）９時００分～ ※雨天時は１０月１７日（火） 

調査結果の説明  １１時３０分～（３０分程度） 

場 所  綾瀬川（東四つ木避難橋付近） 

 

日 時  １１月８日（水）１３時３０分～ ※雨天時は１１月１４日（火） 

調査結果の説明  １５時３０分～（３０分程度） 

場 所  曳舟川親水公園（四つ木５丁目先） 

 

 

≪お詫びと訂正≫ 

「水辺のふるさとかつしか」夏号（第 325 号）の P.18 に誤りがありました。 

ここに深くお詫びし、訂正させていただきます。 

※ホームページは差し替え済みです。 

2 段落目の 2行目 

誤：「明治の初期はカントウタンポポが」 

正：「明治の初期はセイヨウタンポポが」 
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 「水辺のふるさとかつしか」第３２６号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７８号） 

 令和５年９月末日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

代表電話 （３６９５）１１１１ 

内線  ３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

   FAX  （５６９８）１５３８ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「水辺のふるさとかつしか」の内容について、 

お間違い等お気づきの点がありましたらお知らせください。 

 
 秋号にご協力いただいたみなさま 

 

Ｒさん、有泉桂子さん、石鍋壽一さん、瑛ちゃんさん、 

江戸川の小鮒さん、K・N さん、慶蔵さん、K・T さん、 

佐々木定治さん、散歩の花子さん、下山田隆さん、 

田村ひろ子さん、となりさん、トム姉さん、広瀬温さん、 

藤並剛さん、むしあおさん、弥生さくら草さん、 

ゆきひめさん、Ｒｙｕさん 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）  

                             

                 ご協力ありがとうございました！ 


